
水道施設の耐震化について 

 

平成２３年１０月３日に「水道法施工規則の一部を改正する省令」が公布され、水道事業

者が水道需要者に対して、水道施設の耐震性能及び耐震性の向上に関する取組等の状況を毎

年一回以上、情報提供することが義務づけられました。 

この改正に伴い、鋸南町水道事業における取り組みについてお知らせします。 

 

鋸南町では、安全安心な水を供給するために、水道施設の耐震化を推進しています。 

 

鋸南町の水道は１９６２年（昭和３７年７月）の給水開始以来５０年以上が経過し経年劣

化のよる施設の老朽化が進行しています。中でも配水管路延長１３１ｋｍあるうちの耐震性

のない石綿セメント管が１３ｋｍ存在し、しばしば突発漏水事故の原因となっています。 

 建設水道課水道室では、平成１１年より耐震適合性のある管（ダクタイル鋳鉄管Ｋ型）を

採用し平成２４年度より耐震管（ダクタイル鋳鉄管ＮＳ型・同ＧＸ型、配水ポリエチレン管）

を採用しています。 

今後も重要な水道施設及び管路の更新を順次計画してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１ 耐震管とは、以前の管と比較し、管と管の接合部の伸縮性や離脱防止の機能が高く、地

震などによる地盤変化に強い管の事を言います。 

耐震適合性のある管とは、特定の管が良い地盤に布設されている管の事を言います。 

※２ 基幹管路とは、水道施設にとって重要な管路であり、導水管・送水管・配水本管の事を

言います。 

※３ 配水支管とは、配水本管から受けた上水を分配し、給水装置を分岐することが可能な管

を言います。 

※４ 重要管路とは、病院等の主要施設や町で定めた応急給水拠点までの供給ラインの事を言

います。 

 

その他、詳細については、下記までお問い合わせ下さい。 

建設水道課水道室  ℡０４７０－５５－３５６９ 

＜平成２６年度耐震化工事状況＞ 

GX管埋設状況 配水ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ管設置状況 

新耐震継手 GX型へ 


